































































































































































































































年　月　日 会談の相手 要　　　望　　　却：‘　　項 政　　府　　　の　　回　　答
19L5年2月26日プロイセン商工相 調停制度の設立 雇主の考えを聴いてから回答する

















































































































































































































































































































































































3　　ク 亀5，780 4．8 2，035人
4　　〃 16，529 5．6 3，G16
1915年第1　〃161371 5．9 31418
2　　〃 19，809 7．3 5，110
3　　〃 20，782 7．7 6，436
4　　〃 2Gβ86 7．7 7β12
1916年第1　・19，892 6．9 7，058
2　　〃 22，869 7．7 8，234
3　　〃 22，978 7．8 8，ア72
4　　〃 22，473 7．5 9，255
1917年第1　ク2正，r88 6．8 8，879
2　〃 22，523 7．1 9，188
3　　〃 21，022 6．4 8，316
4　　〃 20，621 6ユ 8，168
1918年第1　〃19，823 6．O 7，848
2　〃 19，635 6．0 7，343
3　〃 18，046 5．7 6，561




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルール地方 全　国 ルール地方 念　国 ルール地方 全　国
1913 62，487 101，986 63，129 28，936 50，047
1914 37，375 58，873 45，（K｝8 16，137 29，512
1915 29，262 46，371 34，020 9，13017，295
1916 33，384 53，404 34，765 9，02716，942
1917 52，642 110，454　　　【2〕Q3，429 63，761 12，746 21，992
1918 188，54Q 328，747 140，6G1 20，834 36，86G
註〔1にこに挙げた数字は、「ポーランド人職業組合」鉱夫部会の数字である。
註（2）「キリスト教鉱夫組合」は、ルール地方の組合員数を発表していない。こ
　　こに挙げた数字は、「キリス．ト教鉱夫組合」の収支決算報告書をもとに私
　　が組合員数を割り出したものであり、決して正確な数字ではなく、大雑把
　　な近似値にすぎない。収支決算報告書の正式タイトルは、Gewerkverein
　　christl．　Bergarbeiter　1］butschlands，　Beric4t　deber　die　Einnahmen
　　und　Ausgαben　der　Zαんlste〃en　und　Ein2elmitgliederルγ面5　Jαゐγ
　　1917，　Esseii　1918．
出典．註〔2）を除き、Christoph　Klessmann，，，Klassensolidalitljtund　natio・
　　　nales　BewuBtsein　“，　lww　Jg．　10，　Heft　2　（J　uni　1964）　，　S．　154・
したがって、結論的に言って、「賃銀統計と組合員統計は、『祖国奉仕労働法』
がわが組合と労働者の利益を損つたということでなく、同法以前に比べていち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じるしく良、好な成果が記録されたということを証明している」のである。「自
由労働組合」総委員会議長レギーンは、もっと直心に断言した。　「『祖国奉仕
労働法』は監獄労働法（Zuchthausgesetz）と呼ばれている。まったく馬鹿げ
ている。たった一つだけ指摘しておこう。われわれが数十年にわたって闘いと
（30）Protokoll　der　21．　Generalversan？，mlung　zu　Bielefeld，　S．　109－1　1　1．
一　138　一
第一一一一次大戦下におけるルール炭鉱業の労資関係　273
ろうとして失敗してきたもの、つまり仲裁裁判所によって、争議調停所によっ
て労働条件を改善すること、まさしくそのことを『祖国奉仕労働法』はわれわ
れにもたらしたのだ蟄と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
（31）Protokoll　des　10．　Kongresses　der　Gewerkschafren　Deutschlands　zu
　　Ndirnberg　vom　30．　Juni　bis　5．　Juli　1919，　Berlin　1919，　S．　389．
一　139　一
